


ま え が き 
 

 

我が国におけるプレストレストコンクリート（PC）は，1940 年代後半の実用化への試行

に始まり，これまでに多くの建設分野で実績をあげ，すでに半世紀を超えた歴史がありま

す。特に PC 橋においては，1951 年に建設された長生橋を契機として，その後の研究開発

や技術基準の整備，設計・施工技術の進歩・発展に伴い，規模と実績を着実に増大させな

がら現在に至っています。その結果，今日では全国で十数万橋の PC 橋が供用され活躍の

途にあります。 

さて，さきの長生橋や 1954 年竣工の第一大戸川橋梁からは，近年の調査の結果，現在

でも十分な耐荷力と耐久性を有していることが判明しています。これらは PC の優れた特

長の証といえます。しかしながら，他方では今後急速に高齢化する橋梁の老朽化による機

能不全や落橋の懸念があるなど，その対策工法の開発や保全補修技術の確立が強く求めら

れています。また，各自治体においては，事後保全から予防保全への転換を図った『長寿

命化修繕計画策定事業』に現在取り組まれています。私どもプレストレスト・コンクリー

ト建設業協会はこれらに貢献すべく，保全補修技術に関する既往の研究成果と施工事例の

収集・整理を行い，その成果を「ＰＣ構造物の維持保全―ＰＣ橋の予防保全に向けて―」

として 2010 年に発刊しました。この度，初版より 5 年を経て，本格的なメンテナンスに舵

が切られ，予防保全の重要性がますます注目されつつある中で，本書に寄せられた御意見

ならびに御指摘を参考にさせていただき，「ＰＣ構造物の維持保全―ＰＣ橋の更なる予防保

全に向けて―【2015 年版】」として改訂する運びになりました。 

本書は，PC 橋を中心に，早期の対策を講じる予防保全に重きをおいた内容の技術資料と

して取りまとめたものです。また，半世紀を超える技術の変遷，点検時において観るべき

着目点，これまでに実施された補修事例などを収録し，若手実務者が理解しやすいような

編集を心懸けました。PC 構造物の点検・調査，診断から補修・補強に至るまでの保全補修

に関する入門書として活用されることを期待しておりますが，更なる内容充実のため，実

務者各位には忌憚のないご意見をお願いする次第です。 

技術の進歩・発展に終わりはありません。当協会では，ますます増大化・高齢化する PC

構造物のメンテナンスに対応するため，従前にもまして保全補修技術の調査・研究開発お

よび実績を積み重ねてまいり，関係各位のご支援とご協力のもと諸々の創意工夫を取り入

れながら本書の改善・改訂に邁進していく所存です。 

最後になりますが，本書が若手実務者必携の書として，PC 構造物の保全補修分野におけ

る温故創新の一助となるようご活用いただければ幸甚に存じます。 
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